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その内のひとつはＦ社の取締役会の保持の計画を有していないため、他のひとつはＦ社が取引に関連するデュー・デリジェンス 対応に不十分なために撤回された。残るひとつ Ｆ社の財政アドバイザーによる修正提案 受け入れられる範囲内にあるとの意見にもかかわらず、取締役会 その提案を検討・考慮するこ く、四対一で拒絶した。
6大阪学院大学法学研究 2016（42‐2‐6）
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役員の信認義務の効果的監視及び強制に対する の能力 第三 障壁は情報力の不足である。役員は会社の日々
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